
SDGsからバックキャストした拠点ビジョン「量子ソフトウェア共創プラットフォーム
が拓く持続可能な未来社会の実現」を掲げて、誤り耐性量子コンピュータを含
む「量子ソフトウェアによる社会課題解決基盤の確立」を目標とする。機械学
習、数理データ科学、金融、材料、化学、物性、科学フロンティアなどのアプリ
ケーション開発とユースケース探索・人材育成により「量子ソフトウェアの社会実
装と普及」を推進する。量子ミドルウェアと量子・古典ハイブリッドクラウド環境を
開発して、内外の量子コンピュータ実機と高速シミュレータをシームレスに用いる
ことのできる自立的な開発環境「量子ソフトウェア開発プラットフォームの構築」
を行う。

量子ソフトウェア研究拠点

お問い合わせ先 大阪大学 先導的学際研究機構 量子情報・量子生命研究センター
メール: coi-next@qiqb.otri.osaka-u.ac.jp、電話：06-6850-6878、
HP：https://qiqb.otri.osaka-u.ac.jp/coi-next/
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参画機関

金沢工業大学、理化学研究所、京都大学
豊田通商株式会社、株式会社QunaSys、アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社、株式会社イーツリーズ・ジャパン、伊藤忠テクノソリュー
ションズ株式会社、AGC株式会社、株式会社エヌエフホールディングス、JX石油開発株式会社、ソニーグループ株式会社、DIC株式会社、株
式会社日立製作所、富士通株式会社、株式会社ブリヂストン、三菱重工業株式会社、凸版印刷株式会社、TIS株式会社、岩谷産業株
式会社、株式会社豊田中央研究所、株式会社東芝、日置電機株式会社、MS&ADインシュアランスグループホールディングス株式会社、株
式会社オージス総研、キュエル株式会社、株式会社KDDI総合研究所、トヨタテクニカルディベロップメント株式会社、中外製薬株式会社、パ
ナソニックホールディングス株式会社、株式会社明電舎、株式会社荏原製作所、株式会社エックス都市研究所、株式会社日立ソリューション
ズ東日本、Qammer株式会社、株式会社セック、三菱電機株式会社、三菱商事株式会社、大和証券株式会社、株式会社NTCシステム、
株式会社IHI、株式会社メルカリ、株式会社リコー、他

政策重点分野/量子技術分野（本格型）

コンソーシアム

ハードとソフトの接続

クラウド構築

共同研究の準備
参画機関との
共同研究
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基盤ソフトウェア

アプリケーション研究
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課題6
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「量子コンピューティング技術の普及と
量子コンピュータユースケース探索」

「機械学習、数理データ科学、金融分野
のアプリケーション研究開発」

「材料、化学、物性分野・科学技術フロ
ンティアのアプリケーション研究開発」

「NISQ基盤技術実装、
シミュレーション技術
、誤り耐性量子計算
アーキテクチャ」

「量子コンピュータと古典コンピュータを
統合的に制御するクラウド環境構築」

「量子ソフトウェアによって使い方が定義で
きるプラットフォーム実現のための汎用量
子ミドルウェアの開発」

「プラットフォーム型量子コンピュータテ
ストベッドの開発」
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